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本
年
は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
、

新
た
な「
本
庄
市
総
合
振
興
計
画
」

を
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
す
。
本
計

画
で
は
「
あ
な
た
と
活
か
す　
み

ん
な
で
育
む　
歴
史
と
教
育
の
ま

ち
本
庄　
～
世
の
た
め
、
後
の
た

め
～
」
を
本
市
の
将
来
像
と
し
て

掲
げ
る
と
と
も
に
、
少
子
化
へ
の

対
応
や
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
、

地
域
の
活
性
化
や
魅
力
発
信
の
強

化
、
ま
た
環
境
、
防
災
等
の
諸
課

題
に
対
し
て
、
市
が
取
る
べ
き
骨

太
の
施
策
を
盛
り
込
ま
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
総
合
振
興
計
画
で
は
、

各
分
野
別
の
施
策
と
と
も
に
、
分

野
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
、

５
つ
の
「
政
策
連
携
プ
ラ
ン
」
を

新
た
に
定
め
ま
し
た
。

①　
本
庄
版
ネ
ウ
ボ
ラ
プ
ラ
ン

②　
ま
ち
な
か
再
生
プ
ラ
ン

③　
本
庄
ブ
ラ
ン
ド
確
立
プ
ラ
ン

④　
健
康
・
安
全
・
安
心
プ
ラ
ン

⑤　
塙
保
己
一
プ
ラ
ン

と
い
う
、
５
つ
の
「
横
軸
の
柱
」

か
ら
な
る
も
の
で
す
。
こ
の「
新
」

総
合
振
興
計
画
の
将
来
像
の
実
現

を
目
指
し
、
輝
か
し
い
本
庄
市
の

未
来
を
創
り
上
げ
、
次
世
代
に
つ

な
ぐ
べ
く
、
市
政
の
さ
ら
な
る
発

展
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
基
本
的
な
考
え
方

　
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が
進
行

し
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
社
会

全
体
の
活
力
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
す
る
中
、
本
市

は
こ
れ
ま
で
、
人
口
減
少
を
是
と

せ
ず
、
本
市
の
地
方
創
生
を
力
強

く
進
め
る
た
め
、
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
支
援
、
地
域
連
携

の
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

交
流
・
定
住
人
口
の
増
加
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
成
果
が
、
少

し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
で
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。
人
口
動
態
を
見
て
も
、
転
入

者
が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増
の

現
象
が
こ
こ
２
年
ほ
ど
続
い
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
追
い
風
に
帆

を
上
げ
、
更
な
る
人
口
の
定
住
化

と
、
観
光
等
交
流
人
口
の
増
大
を

図
り
、
本
庄
市
に
「
磨
き
」
を
か

け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
は
、
こ
の
「
磨
く
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
行
政
経
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
、
各
種
施
策

に
「
磨
き
を
か
け
る
」
と
と
も
に
、

新
し
い
時
代
を
展
望
し
、
行
動
に

移
し
て
い
く
と
い
う
、
今
の
時
代

の
我
々
に
も
必
要
と
さ
れ
る「
志
」

を
「
磨
く
」
一
年
と
す
る
行
政
経

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
民
需
を
中

心
と
し
た
景
気
回
復
と
と
も
に
経

済
の
好
循
環
が
さ
ら
に
進
展
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
物
価

に
つ
い
て
も
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け

た
前
進
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
世
界
経
済
の
不
確
実
性

や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響

等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
状
況

で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
で
す
が
、
歳

入
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
個
人

市
民
税
や
法
人
市
民
税
の
伸
び
は

見
込
め
る
も
の
の
、
固
定
資
産
税

や
都
市
計
画
税
は
、
伸
び
悩
み
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
持
続

可
能
な
社
会
を
後
世
に
遺
せ
る
か

と
い
っ
た
大
き
な
分
岐
点
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
は
、
将

来
負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
し
つ

つ
、「
本
庄
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
及
び
新
た

な
「
本
庄
市
総
合
振
興
計
画
」
に

位
置
づ
け
た
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
優
先
的
・
重
点
的
に
取

り
組
む
「
７
つ
の
重
点
施
策
」
の

実
現
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
　

本
庄
市
長

区分 予算額 増減率

一般会計 276億5,100万円 △  2.5％

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計 78億4,610万円 △ 24.0％

住宅資金貸付
事業特別会計 279万円 △ 19.9％

農業集落排水
事業特別会計 １億6,933万円 △ 69.5％

介護保険特別
会計 57億5,134万円 0.4％

後期高齢者医
療特別会計 ８億5,679万円 9.7％

企業
会計

水道事業会計 26億2,192万円 1.2％

下水道事業
会計 33億6,924万円 4.7％

合　計 482億6,851万円 △  6.4％

※水道事業会計、下水道事業会計は、収益的支出及び資
本的支出で集計

平
成
30
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。新
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

35 万 1,317 円

民生費 14 万 5,133 円

総務費 4万 3,004 円

教育費 4万 1,316 円

公債費 4万 637 円

土木費 3万 3,342 円

衛生費 2万 383 円

消防費 1万 4,275 円

農林水産業費 5,899 円

商工費 2,859 円

その他 4,469 円

13 万 7,756 円

市民税 6万 95 円

固定資産税 5万 9,730 円

都市計画税 8,137 円

市たばこ税 7,071 円

軽自動車税 2,723 円

市民一人当たりに使われるお金

市民一人当たりが負担する市税

会計別予算

一般会計予算の構成 予算総額

482億 6,851万円
（前年度と比べ、33 億 619 万円減）

▲

一般会計　276 億 5,100 万円

▲

特別会計　146 億 2,635 万円

▲

企業会計　 59 億 9,116 万円

総務費
38 億 8,468 万円
（12.2％）

教育費
32 億 5,186 万円
（11.8％）

公債費
31 億 9,839 万円
（11.6％）

土木費
26 億 2,423 万円
（9.5％）

衛生費
16 億 430 万円
（5.8％）

消防費
11 億 2,354 万円
（4.0％）

農林水産業費
4 億 6,427 万円（1.7％）

商工費
2 億 2,506 万円（0.8％）

その他
3 億 5,172 万円（1.3％）

歳出 民生費
114 億 2,295 万円
（41.3％）

国庫支出金
42 億 530 万円
（15.2％）

地方交付税
37 億円
（13.4％）

市債
23 億 7,970 万円
（8.6％）

県支出金
20 億 2,474 万円（7.3％）

地方消費税交付金
14 億 2,000 万円（5.1％）

繰越金
6 億 6,200 万円（2.4％）

繰入金
6 億 5,513 万円（2.4％）

分担金及び負担金
4 億 3,558 万円（1.6％）

諸収入
4 億 2,672 万円（1.5％）

地方譲与税
2 億 8,400 万円（1.0％）
使用料及び手数料
2 億 4,002 万円（0.9％）

財産収入
5,828 万円（0.2％）

その他
3 億 1,715 万円
（1.2％）

歳入
市税
108 億 4,238 万円
（39.2％）276 億

5,100 万円
276 億

5,100 万円


